
西
日
本
凸
帯
文
土
器

の
編
年

泉

拓

良

は
じ
め
に

弥
生
土
器
に
基
づ
い
て
定
義
さ
れ
た
弥

生
時
代
が
、
水
田
稲
作

の
時
代
で
あ
り
、

農
業
社
会

の
時
代
で
あ
る
と
、
山
内
清
男
氏
、
森
本
六
爾
氏
ら
に
よ

っ
て
明
ら
か

に
さ
れ
た
の
は
、
大
正
時
代
か
ら
昭
和
初

期
に
か
げ
て
で
あ

っ
た
。
そ
れ
以
来
縄

文
時
代
は
採
集
狩
猟
社
会

(獲
得
経
済
)
、
弥
生
時
代
は
農
耕
社
会

(生
産
経
済
)

と
明
確
に
区
分
し
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
考
え
と
、
日
本
民
俗
文
化

の
水
田
稲
作

農
耕
起
源
説
と
が
重
な

っ
て
、
弥
生
時
代

の
成
立
が
日
本
文
化
の
起
源
と
み
な
さ

れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
そ
し
て
、
縄
文
文

化
は
先
住
民
的
な
文
化
と
し
て
、
日
本

史
の
片
隅
に
追
い
や
ら
れ
て
し
ま

っ
た
の

で
あ
る
。

し
か
し
、
昭
和
五
三
年
か
ら
始
ま

っ
た
福
岡
市
板
付
遺
跡

の

一
連

の
発
掘
調
査

に
よ

っ
て
、
縄
文
晩
期

の
終
末
に
編
年
さ
れ
て
い
た
凸
帯
文
土
器
の
時
期
に
、
水

田
稲
作

や
大
陸
系
磨
製
石
器
類
、
木
製
農

耕
具
な
ど
、
弥
生
時
代
に
特
徴
的
な
大

陸
伝
来

の
要
素

の
出
現
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た

〔山
崎

80
〕
。

こ
の
事
実

を
北
部
九
州
に
お
け
る
水
田
稲
作
文
化
、
す
な
わ
ち
弥
生
文
化
成
立
期
の
短
期
的

局
地
現
象
と
理
解
す
る
の
か
、
西
日
本
全
域
す
な
わ
ち
縄
文
時
代
の
凸
帯
文
土
器

圏
全
域

で
起
こ

っ
た
縄
文
文
化
の
変
質
の

一
部
と
み
な
す
の
か
、
が
問
題
と
な

っ

た
。

こ
の
問
題
は
、

一
方
に
お
い
て
、
弥
生
時
代
と
縄
文
時
代
と
の
時
代
区
分
を
、

そ
の
出
発
点
で
あ

っ
た
土
器
に
よ

っ
て
区
分
す

べ
き
で
あ
る
と
い
う
立
場
の
研
究

者
と
、
そ
の
生
産
様
式
や
社
会
組
織
に
よ

っ
て
時
代
区
分
す

べ
き
で
あ
る
と
す
る

研
究
者
と
の
そ
れ
ぞ
れ
と
結
び

つ
き
、
複
雑
な
展
開
を
み
せ
て
い
る
の
が
現
状

で

あ
る
。

筆
者
は
、
森
本
六
爾
氏
が
言
明
し
た
よ
う
に
、
弥
生
時
代
は
農
業
社
会
が
確
立

し
た
時
代
と
定
義
す
る
。
そ
し
て
、
朝
鮮
半
島
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
水
田
稲
作
技

術
体
系
が
、
凸
帯
文
土
器
期

の
縄
文
社
会
に
、
地
域
差
を
も
ち

つ
つ
も
、
急
速
か

つ
広
範
囲
に
受
容
さ
れ
、
縄
文
社
会
が
変
質
し
て
い
っ
た
様
相
を
追
求
す
る
こ
と

を
最
終
的
な
目
的
と
す
る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
前
提
と

な
る
凸
帯
文
土
器
の
編
年
を
お
こ
な
い
、
次
い
で
凸
帯
文
土
器
か
ら
み
た
問
題
点

を
整
理
す
る
。
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二

凸
帯
文
土
器
編
年
の
研
究
略
史

凸
帯
文
土
器
期

の
歴
史
を
考
え
る
時

に
ま
ず
問
題
に
な
る
の
は
、
そ
の
基
本
と

な
る
時
間
的
尺
度
、
す
な
わ
ち
土
器
編
年

の
確
立
で
あ
る
。
凸
帯
文
土
器
の
編
年

が
進
ん
で
い
る
の
は
、
近
畿
地
方
と
九
州
地
方

で
あ
る
。
し
か
し
、
両
地
域

の
土

器
編
年
の
相
互
比
較
は
、
外
山
和
夫
氏

「外

山
67
〕
、
家
根
祥
多
氏

〔家
根
84
〕
、

筆
者
ら

〔家
根

・
泉
86
〕

の
研
究
が
あ
る

の
み
で
、

か
な
ら
ず
し
も
活
発
で
な
い
。

ま
た
中
間

に
位
置
す
る
瀬
戸
内
海
地
方
の
資
料
が
不
足
し
て
い
た
た
め
、
概
念
的

な
対
比
に
留
ま
ら
ざ
ろ
う
え
な
か

っ
た
。

し
か
し
、
最
近
、
資
料

の
増
加
が
み
ら

れ
る
の
で
、
再
度
、

こ
の
二
地
方
の
凸
帯
文
土
器
編
年
に
検
討
を
加
え
る
こ
と
に

よ

っ
て
、
西
日
本
全
域
の
編
年
の
大
枠
を
示
す

こ
と
に
す
る
。

(
一
)

九
州
地
方

北
部
九
州
に
お

い
て
、
凸
帯
文
土
器
編

年
を
確
か
な
も
の
に
し
た
の
は
、
山
崎

純
男
氏
で
あ
る

〔
山
崎
80
〕
。
福
岡
市
板
付
遺
跡

で
の
層
位
資
料
を
も
の
に
、
夜

臼
-
式
↓
夜
臼
H

a
式
↓
夜
臼
H
b
式

(
弥
生
土
器
の
板
付
-
式
と
共
伴
)
の
編

年
案
を
提
示
し
、
そ
の
細
分

の
根
拠
を
、

壺
と
深
鉢

(甕
)
の
形
態

の
差
や
、
底

部
の
製
作
技
法
の
差
、
深
鉢

の
口
縁
下

に
め
ぐ
る
凸
帯
の
位
置
と
形
状
の
変
化
、

壼

・
深
鉢

・
浅
鉢

(
鉢
)
の
器
種
構
成
比
率
の
推
移
に
求
め
た
。
と
く
に
、
凸
帯

の
付
く
位
置
と
形
状

に
つ
い
て
は
、
各
型

式
間
の
変
化
が
数
量
的
に
明
白
で
あ
る

(表

一
)
。
す
な
わ
ち
、
夜
臼
-
式

で
は
凸
帯
が
口
縁
端
よ
り
下
が
る
A
が
七
五

%
を
占
め
、
夜
臼
H
式
で
は
口
縁
帯
に
接
し
て
凸
帯

の
付
く
B

・
C
が
七
〇
%
以

上
を
占
め
る
と
い
う
違
い
が
指
定
さ
れ
て
お
り
、
後

に
家
根
氏
が
近
畿
地
方
と
九

州
地
方

の
編
年
関
係
を
論
述
し
た
際

の
重
要
な
手
掛
か
り
と
な

っ
た
。

へ

そ
の
後
、
佐
賀
県
唐
津
市
菜
畑
遺
跡
を
発
掘
し
た
中
島
直
幸
氏
は
そ
の
層
位
学

的
所
見
を
も
と
に
、
凸
帯
に
施
す
指
頭
圧
痕
状
の
刻
み
目
の
多
用
と
、
浅
鉢
の
器

形
の
違

い
と
か
ら
、
夜
臼
-
式
に
先
行
す
る
凸
帯
文
土
器
と
し
て
菜
畑
n
式

(
山

ノ
寺
式
)
を
提
案
し
た

〔中
島
82
〕
。
さ
ら
に
、
こ
れ
に
先
行
す
る
も
の
と
し
て
、

凸
帯
の
付
か
な

い
深
鉢
と
鍵
形

口
縁
の
黒
色
磨
研
浅
鉢
か
ら
な
る
、
晩
期
中
葉
の

黒
川
式

の
伝
統
を
強
く
残
し
た
土
器
に
、
少
量
の

一
条

の
凸
帯
文
土
器
が
伴
う
上

管
生
B
式

〔高
橋
86
〕
や
長
行
式

〔山
口
83
〕
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
山
崎
氏

・
島
津
義
昭
氏

鋤

は
こ
の
長
行
式
を
黒
川
式
な
ど
と

崎仙

共
に
晩
期
前
半
と
し
て
扱

っ
て
お

纐

り

〔
山
崎

・
島
欝

〕
、
凸
帯
文

勘

土
器
期
を
弥
生
時
代
と
す
る
橋

・

艘

達
也
氏

〔橋
口
85
〕
・
田
中
良
之

土出

氏

〔
田
中
86
〕
は
こ
の
時
期
ま
で

跡遺

を
縄
文
時
代
と
捉
え
る
な
ど
、
九

各

州
の
研
究
者
は
そ
の
後

の
凸
帯
文

ユ表

土
器
と
区
別
す
る
見
解
が
多
い
。

突帯の分類AB

遺 跡 名

板付遺跡G-7a・b調 査184

区下層75%17%

柏 田 遺 跡2113

50%30.95%

諸 岡 遺 跡258

59.52%19.05%

板付遺跡G-7a・b714

G-6a、G-25・26ト レソチ28%56%

日本考古学協会環溝50135

(板付)10.31%27.84%

C

2

8%

8

19.05

9

21.43

4

16%

300

61.86%

計

24

100.00%

42

100.00%

42

100.00%

25

100.00

185

100.01%
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北
部
九
州
以
外

の
地
域

で
は
、
熊
本
県
を
中
心
と
し
た
西
健

一
郎
氏
の
編
年
案

が
あ
る

〔西
82

・
85
〕
。
夜
臼
n
b
式
ま

で
は
北
部
九
州
と
き
わ
め
て
類
似
し
た

内
容
で
あ
り
、
そ
の
後
独
自
の
展
開
を
示
す
と
し
て
い
る
。

土
器
編
年
研
究
で
は
な
い
が
、
北
部
九
州
の
凸
帯
文
土
器
の
器
種
構
成
比
率
に

地
域
差
が
あ
る
こ
と
を
示
し
た
横
山
浩

一
氏

・
藤
原
慎

一
郎
氏
の
研
究
が
重
要
で

あ
る

〔横
山

・
藤
尾
86
〕
。
菜
畑
n
式

か
ら
夜
臼
H
式
に
か
け
て
、
唐
津
平
野
に

お
い
て
、
全
器
種

の
な
か
で
浅
鉢
が
五
〇
ー

二
五
%
、
壺
が

一
ニ
ー

四
%
を
占
め

る
の
に
対
し
て
、
福
岡
平
野

で
は
浅
鉢
が

八
-
六
%
、
壷
が
三
七
-

二
五
%
と
、

大
き
な
違

い
を
見
せ
て
い
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
福
岡
平
野
の
集
団
が
唐
津
平
野

と
比
べ
て
、
い
ち
は
や
く
縄
文
的
食
器
構

成
か
ら
脱
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

(
二
)

近
畿
地
方

近
畿
地
方
で
は
古
く
か
ら
、
凸
帯
が
口
縁
下

に
だ
け
付
く

一
条
凸
帯
文
土
器
か

ら
、

口
縁
部
と
胴
部
に
付
く
二
条
凸
帯
文
土
器

に
変
化
し
た
と
さ
れ
て
お
り

〔外

山
67
〕
、
晩
期
全
般
の
土
器
編
年
を
確
立
し
た
滋
賀
県
大
津
市
滋
賀
里
遺
跡

の
層

位
学
的
所
見
も
こ
れ
を
支
持
し
て
い
た

〔
田
辺
編

73
〕
。
し
か
し
、
当
時

二
条
凸

帯
文
土
器

の
代
表
と
さ
れ

て
い
た
船
橋
式

の
タ
イ
プ
サ
イ
ト
で
あ
る
大
阪
府
藤
井

寺
市
船
橋
遺
跡

〔佐
原
ほ
か
58
〕
に
お
い
て
は
、

か
え

っ
て
二
条
凸
帯
文
土
器
は

小
数

で
、

一
条
凸
帯
文
土
器
が
多
数
を
占

め
る
こ
と
が
、
中
村
友
博
氏
に
よ

っ
て

問
題
視
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
凸
帯
が

一
条
か
二
条
か
よ
り
も
、

口
縁
下
の
凸
帯

の
位
置
と
形
状
が
、
凸
帯
文
土
器
編
年

の
重
要
な
手
掛
か
り
と
し
て
注
目
さ
れ
る

よ
う
に
な

っ
た

〔中
村
77
〕
。
中
村
氏
の
研
究
法
は
家
根
氏
に
よ
っ
て
発
展
さ
れ
、

そ
の
後

の
近
畿
地
方
の
編
年
は
、

口
縁
部
の
形
成
技
法
、
凸
帯
の
位
置
と
形
状
、

刻
み
目
の
種
類

の
そ
れ
ぞ
れ
の
変
化
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た

〔家

根
81
〕
。
そ
の
中
で
、
大
阪
市
長
原
遺
跡

の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
家
根
氏
に
よ

っ

て
、

口
縁
に
直
接
凸
帯

の
付
く

二
条
凸
帯
文
土
器
が
大
多
数
を
占
め
、
椀
形
に
限

ら
れ
た
浅
鉢
が
全
器
種

の
約
四
%
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
内
容
を
も

つ
長
原
式
が
設

定
さ
れ
、
滋
賀
里
W
式

(
一
条
凸
帯
文
土
器
)
↓
船
橋
式

(
一
条
と
二
条
凸
帯
文

土
器
が
混
じ
る
)
↓
長
原
式

(
二
条
凸
帯
文
土
器
)
と
い
う
編
年
案
が
提
示
さ
れ

た

〔家
根
82
〕
。
以
後
、
松
尾
信
裕
氏
に
よ
る
長
原
式
の
細
分
案

〔松
尾
83
〕
や
、

家
根
氏
に
よ
る
滋
賀
里
W
式
細
分

の
可
能
性
を
示
し
た
論
考

〔家
根
84
〕
が
あ
る

が
、
編
年
の
大
枠

に
変
更
は
な
か

っ
た
。

家
根
氏
お
よ
び
筆
者
は
近
畿
地
方
の
編
年
を
基
に
し
て
、
九
州
地
方
か
ら
東
海

地
方
に
至
る
主
要
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
凸
帯
文
土
器
を
分
析
し
、
縄
文
晩
期
末
西

日
本
全
域
の
編
年
案
を
発
表
し
た

〔家
根

・
泉
86
〕
。
そ
れ
は
、
山
崎
氏
が
指
摘

し
た
夜
臼
-
式
か
ら
同
H
式

へ
の
凸
帯
位
置
の
上
退
現
象
を
、
近
畿
地
方
の
船
橋

式
か
ら
長
原
式

へ
の
変
化

の
中
に
見
い
出
し
、
夜
臼
-
式
が
船
橋
式
に
、
夜
臼
H

式
が
長
原
式
に
そ
れ
ぞ
れ
併
行
す
る
と
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。

こ
の
編
年
案
は
、

九
州
地
方
で
は
二
条
凸
帯
文
土
器
が
主
体
で
あ
り
、
逆
に
東
海
地
方
で
は
最
後
ま

で

一
条
凸
帯
文
土
器
の
ま
ま
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
れ
ま
で

の
凸
帯
が

一
条
か
二
条
か
に
依
拠
し
た
外
山
氏

の
編
年
案
が
崩
壊
し
た
後
の
、
斬

新
な
編
年
体
系

で
あ

っ
た
。
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し
か
し
家
根
氏

・
筆
者

の
編
年
案

に
も

問
題
点
が
あ

っ
た
。
北
九
州

の
夜
臼
H

式
期

で
は
、
逆

「
く
」
字
形

口
頸
部
黒
色
磨
研
浅
鉢
が
福
岡
平
野
で
も
全
器
種
の

約

一
〇
%
、
唐
津
平
野

で
は
約
三
〇
%
も
占
め
る
の
に
対
し
て
、
同
時
期
と
し
た

長
原
式

で
は
、
黒
色
磨
研
浅
鉢
は
す
で
に
な
く
、
粗
製

の
椀
形
浅
鉢
が
四
%
を
占

め
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
た
が

っ
て
、
当
時

九
州
の
中
で
も

一
段
と
脱
縄
文
化
が
進

ん
で
い
た
福
岡
平
野
よ
り
、
さ
ら
に
近
畿
地
方
の
ほ
う
が
脱
縄
文
化
が
進
行
し
て

い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
土
器
以
外
の
要
素
を
考
え
に
い
れ
る
と
、
こ
の
よ
う

な
こ
と
は
成
り
立
た
な

い
こ
と
で
あ
り
、

や
は
り
、
長
原
式
の
編
年
位
置
が
古
す

ぎ
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
し
て
、
凸
帯
文
土
器
の
編
年
を
再
考
す
る
必
要
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
九
州
地
方
と
近
畿
地
方

の
編
年
に
ず
れ
が
生
じ
た
原
因
は
、
九

州
地
方
に
お

い
て
は
、
逆

「
く
」
字
形

口
頸
部
黒
色
磨
研
浅
鉢
が
主
要
な
浅
鉢
で

あ

っ
た
時
期
を
三
型
式
に
細
分
し

て
い
る

の
に
対
し
て
、
近
畿
地
方
で
は
そ
れ
に

当
た
る
時
期
の
良
好
な
資
料
が
未
発
見
な

い
し
未
報
告
の
た
め
と
思
わ
れ
る
。

そ

こ
で
、
問
題
の
時
期
の
資
料
と
な
る
、
筆
者
ら
が
昭
和
六
〇
年
に
発
掘
し
た
兵
庫

県
伊
丹
市
口
酒
井
遺
跡
第

一
五
次
調
査
出
土
土
器
を
次
章
以
下
で
紹
介
し
、
新
た

な
編
年
案
を
提
示
す
る
。

三

口
酒
井
遺
跡
第

一
五
次
調
査
第

一
五
層
出
土
の
凸
帯
文
土
器

口
酒
井
遺
跡
は
大
阪
国
際
空
港
の
南
、

猪
名
川
の
東
岸
に
位
置
し
、
弥
生
時
代

の
拠
点
集
落
と
し
て
有
名
な
田
能
遺
跡
の
北
約

一
㎞
に
あ
る
。
現
地
表
面
は
標
高

約
七

m
で
あ
り
、
低
地
部
の
遺
跡
と
い
え
る
。
凸
帯
文
土
器
の
包
含
層
は
地
下
約

一
五
〇
1

二
〇
〇

㎝
に
あ

っ
て
四
層

に
大
別
で
き
、
そ
の
四
層
の
あ
い
だ
に
は
、

土
器

の
漸
移
的
な
変
化
が
み
ら
れ
た
。

こ
こ
で
紹
介
す
る
第
十
五
層
は
下
か
ら
二

番
目
の
層
で
、
他
の
三
層
が
青
灰
色
系

の
細
砂
な
い
し
粘
土
で
あ

っ
た
の
に
対
し

て
、
炭
化
し
た
植
物
片
を
多
く
含
ん
だ
黒
色
の
粘
質
土
で
あ

っ
て
、
短
期
間
の
堆

積
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。

第
十

五
層
か
ら
出
土
し
た
土
器
は
、
整
理
箱
に
三
〇
箱
分
あ
り
、
そ
の
う
ち

口

縁
部
や
頸
胴
部

の
境
界
部
分
、
底
部
な
ど
、
な
ん
ら
か
の
特
徴
で
識
別
で
き
た
破

片
は
、
九
三
個
体
分
ほ
ど
で
あ

っ
た

(
図

一
-

四
)
。
ま
ず
そ
の
器
種

の
構
成
比

率
を
み
る
と
、
深
鉢
が
七
〇
%
、
浅
鉢
が
二
九
%

で
、
壼
と
断
定
で
き
る
も
の
は

出
土
し
て
い
な
い
。

深
鉢
は
、

口
縁
部
片

で
六
五
個
体
が
分
類
可
能
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
口
縁
端
部

に
刻
み
目
を
有
す
る
も
の
三
五
個
体
、

口
縁
端
部
を
面
取
り
す
る
も
の
二
五
個
体

あ
り
、

口
縁
下
の
凸
帯
は
口
縁
か
ら
平
均
し
て
五
、
五

㎜
下
に
付
い
て
お
り
、
山

崎
氏
の
分
類
に
よ
る
A
タ
イ
プ
の
凸
帯

〔山
崎
80
〕
は
大
多
数
を
占
め
る
。

こ
の

数
値
は
従
来
想
定
さ
れ
て
い
た
滋
賀
里
W
式
の
内
容
と

一
致
し
、
瀬
戸
内
海
地
方

の
岡
山
県
倉
敷
市
広
江

・
浜
遺
跡
出
土
の
凸
帯
文
土
器

「
間
壁
ほ
か
79
〕

に
も
類

似
し
て
い
る
。

ま
た
、

口
縁
部
内
面
に
沈
線
が

一
条
め
ぐ
る
深
鉢
が

一
一
例
あ
り
、
こ
の
特
徴

は
、
広
江

・
浜
遺
跡
や
奈
良
県
橿
原
市
橿
原
遺
跡
な
ど
か
ら
出
土
し
た
滋
賀
里
W
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式
期
と
さ
れ

て
い
る
土
器
に
若
干
見
ら
れ

〔末
永
編

61
〕
、
和
歌
山
県
白
浜
町
瀬

戸
遺
跡

〔中
村

77

・
丹
羽
78
〕
や
三
重
県

鈴
鹿
市
蛇
亀
遺
跡

〔新
田
82
〕
な
ど

の

船
橋
式
期
と
さ
れ
て
い
る
土
器
に
も
見
ら
れ
る
特
徴

で
あ
る
。
頸
部
と
胴
部
と
の

境
は
明
瞭
で
あ
り
、
斜
め
下
か
ら
施
し
た

一
条
の
沈
線
が
め
ぐ
る
も
の
が
多
く
、

こ
の
特
徴
も
滋
賀
里
W
式
と
船
橋
式
の
両
方

に
見
ら
れ
る
特
徴

で
あ
る
。

底
部
は
、
浅
鉢
と
深
鉢
共
に
平
底
も
し
く
は
や
や
あ
げ
底
状

の
平
底
が
ほ
と
ん

ど
で
、
夜
臼
式

に
特
徴
的
と
さ
れ

て
い
る
外
側
に
張
り
だ
し
た
底
部
を
持

つ
も

の

も
あ
る
。
滋
賀
里
W
式
の
特
徴
と
さ
れ
て
い
る
丸
底
や
尖
底
は
出
土
し
て
い
な
い
。

そ
れ
以
外

で
重
要
な
点
は
、
胴
部
に
も
凸
帯
を
も

つ
二
条
凸
帯
文
土
器
が
出
土
し

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
と
く
に
、
図
二
ー

二
七
は
凸
帯

の
刻
み
目
が
指
頭
圧
痕
状

を
て
い
す
る
も
の
で
、
菜
畑
H
式
に
共
通
す
る
特
徴
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、

二
条
凸
帯
文
土
器

の
な
か
に
、
い
わ
ゆ
る
河
内

の
胎
土

の
も
の
が
あ
り
、
す
で
に

こ
の
時
期
に
は
二
条
凸
帯
文
土
器
が
近
畿
地
方
に
お

い
て
製
作
さ
れ
始
め
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。
平
底
と

二
条
凸
帯
文
土
器

の
少
量
の
存
在
は
、
家
根
氏
や
筆
者

ら
が
定
義
し
て
い
た
船
橋
式

の
特
徴

で
あ
り
、

口
縁
部
は
滋
賀
里
W
式
、
胴
部
以

下
は
船
橋
式
と
い
う
特
徴
を
持

っ
た
深
鉢
が
、

こ
の
層
か
ら
出
土
し
た
深
鉢

の
典

型
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

浅
鉢
は
、

口
縁
部

二
八
個
体
が
分
類
可
能
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、

一
九
個
体
が

逆

「
く
」
字
形
の
口
頸
部
を
も
ち
、
図
四
-

八
九
は
丹
塗
り
磨
研
、
そ
れ
以
外
は

黒
色
磨
研
の
浅
鉢
で
あ
る
。
残
り
、
九
個
体
は
椀
形
な

い
し
皿
形
を
呈
す
る
浅
鉢

で
、

口
縁
部

に
凸
帯
を
有
す
る
図
四
-
八

二
と
、
内
面
に
沈
線
が
め
ぐ
る
八
八
と

は
黒
色
に
研
磨
さ
れ
て
い
る
が
、
他
は
粗
製
の
浅
鉢

で
あ
る
。
逆

「
く
」
字
形

口

頸
部
浅
鉢

の
う
ち
、

口
縁
が
外

へ
肥
厚
す
る
か
、
も
し
く
は

口
縁
下
に
沈
線
を
も

ち
、
さ
ら
に
屈
曲
部
上
と

口
縁
内
面
と
に
沈
線
を
施
し
た
A
形
態
を
と
る
も
の
が

特
徴
的
で
約
七
割
り
を
占
め
る
。
図
四
-
七
六
-

八

一
は
、

口
頸
部
に
沈
線
を
持

た
な
い
逆

「
く
」
字
形
口
頸
部
浅
鉢
の
B
形
態
で
あ
り
、
A
形
態
よ
り
も
口
頸
部

の
長

い
も
の
が
多
い
。
極
端
な
波
状

口
縁
に
な

っ
て
い
る
た
め
、
上
か
ら
見
る
と

方
形
を
呈
す
る
方
形
浅
鉢

(図

一
1

=
二
)
は
、
四
個
体
が
識
別
で
き
た
。

逆

「
く
」
字
形

口
頸
部
黒
色
磨
研
浅
鉢
は
、
滋
賀
里
遺
跡
の
滋
賀
里
W
式
に
例

が
あ
る
。
し
か
し
、
滋
賀
里
N
式
を
多
く
出
土
し
た
滋
賀
里
遺
跡
、
橿
原
遺
跡
、

東
大
阪
市
鬼
塚
遺
跡
H
地
点

〔福
永

・
阿
部

84
〕
に

一
般
的
な
口
縁
下
に
凸
帯
の

つ
く
逆

「
く
」
字
形

口
頸
部
凸
帯
文
浅
鉢
や
、
滋
賀
m
式

の
系
譜
を
ひ
く
鍵
形
口

頸
部
浅
鉢
は
、
第

一
五
層
か
ら
は
出
土
し
て
い
な
い
。

一
方
、
よ
り
新
し
い
時
期

の
船
橋
遺
跡
に
は
、
逆

「
く
」
字
形
黒
色
磨
研
浅
鉢
は
数
点
し
か
な
く
、
浅
鉢
の

主
体
は
椀
形
浅
鉢
で
あ

っ
て
、
か
つ
浅
鉢
自
体
が
か
な
り
少
な
い
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
、

口
酒
井
遺
跡
第

一
五
層
出
土
の
土
器
は
、
深
鉢
、
浅
鉢
と
も
、

従
来
述

べ
ら
れ
て
き
た
滋
賀

里
N
式

と
船
橋
式
と
の
中
間
的
特
徴
を
も
ち
、
逆

「
く
」
字
形

口
頸
部
黒
色
磨
研
浅
鉢
を
特
徴
と
す
る
時
期
と
し
て
他
の
型
式
と
峻

別
で
き
る
も
の
と
考
え
た
。
し
か
し
、

こ
の
口
酒
井
遺
跡
第

一
五
層
出
土
土
器
を

一
型
式
と
認
め
る
と
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
観
念
的
に
合
成
さ
れ
て
き
た
従
来

の

諸
型
式

の
内
容
を
変
更
す
る
必
要
が
生
じ
る
。
次
章

で
は
別
の
資
料
を
加
え
て
検

討
を
お
こ
な
う
。
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四

近
畿
地
方

の
凸
帯
文
土
器
編
年

以
上
の
よ
う
に
、

一
条
凸
帯
か
ら
二
条

凸
帯
、
尖
底

・
丸
底
か
ら
平
底

・
浅
鉢

の
変
化
等
々
の
異
な

っ
た
要
素
の
変
化
を

一
律

に
考
え
て
い
た
従
来
の
編
年
は
、

変
更
せ
ざ
る
を
え
な
い
も
の
と
い
え
る
。
特
に
問
題
と
な
る
の
は
滋
賀
里
W
式
の

ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
化
し
て
し
ま

っ
た
概
念

で
あ
る
。
今

一
度
、
よ
り

一
括
性
の
高

い
資
料
を
も

っ
て
検
討
を
加
え
る
。

こ
の
目
的
に
か
な
う
資
料
と
し
て
は
、
鬼
塚
遺
跡
H
地
点
下
層

か
ら
出
土
し
た

土
器
が
あ
る
。
若
干
滋
賀
里
m
式
が
混
じ

っ
て
い
る
可
能
性
も
捨
て
き
れ
な
い
が
、

ほ
ぼ

一
括
と
考
え
ら
れ
る
。
報
告
書
が
出
版
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、

一
九
八
四
年

四
月

の
西
日
本
縄
文
土
器
研
究
会

で
、
福
永
信
雄
氏

・
阿
部
嗣
治
氏
が
発
表
し
た

研
究
成
果
を
基
に
す
る

〔福
永

・
阿
部
84
〕
。

深
鉢

に
は
、
滋
賀
里
m
式
と
区
別
不
可
能

の
凸
帯
の
付
か
な
い
深
鉢
A

・
B

・

F
と
、

一
条
凸
帯
文
の
深
鉢
C

・
D

・
G
、

一
条
凸
帯
文
の
半
精
製
深
鉢
H
の
各

種
が
あ
る
。
底
部
は
丸
底

・
尖
底
が
主
で
、
凹
底
が
少
し
残
る
が
、
平
底
は
見
ら

れ
な
い
。
浅
鉢
は
、
鍵
形

口
頸
部

で
口
縁
内
面
に
肥
厚
帯
の
あ
る
浅
鉢
A

・
B

・

F
、
椀
形
の
浅
鉢
C
、
凸
帯
の
付
く
椀
形
浅
鉢
D
の
各
種
が
あ
る

(
図
五
)
。

こ

の
土
器
群
は
口
酒
井
遺
跡
第

一
五
層

の
土

器
と
、
深
鉢

の
凸
帯

の
位
置
と
形
状
を

除
き
、
異
な

っ
て
お
り
、
滋
賀
里
m
式
と
は
区
別
の
困
難
な
深
鉢
と
浅
鉢
の
存
在

か
ら
み
て
、
凸
帯
文
土
器
期
の
も

っ
と
も
古
い
時
期

に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。

次

に
古
く
か
ら

一
条
凸
帯
文
土
器
期
の
遺
跡
と
し
て
著
名
な
橿
原
遺
跡

の
土
器

を
分
析
す
る
。
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
附
属
博
物
館

に
保
管
さ
れ
て
い
た

資
料
中
に
は
、

二
条
凸
帯
文
土
器
は
な
い
。

一
条
凸
帯
文
深
鉢
は
、

口
縁
端
部
を

面
取
り
し
、
そ
こ
に
刻
み
目
を
施
し
た
も
の
が
多
く
、
凸
帯
が
口
縁
か
ら
下
が

っ

て
付
く
土
器
で
、
鬼
塚
H
地
点
下
層
、

口
酒
井
遺
跡
第

一
五
層
と
類
似
し
て
い
る
。

凸
帯
文
期
に
所
属
す
る
平
底
は
な
い
こ
と
か
ら
み
て
、
鬼
塚
H
地
点
下
層
に
よ
り

近
い
と
思
わ
れ
る
。
浅
鉢
は
凸
帯

の
付
く
浅
鉢
と
、
鍵
形

口
頸
部
の
浅
鉢
が
主
体

で
あ
る
が
、
少
量
な
が
ら
逆

「
く
」
字
形
口
頸
部
浅
鉢
が
出
土
し
て
い
る
。
た
し
、

逆

「
く
」
字
形

口
頸
部
浅
鉢
は
沈
線
を
持
た
な
い
B
形
態
で
あ
り
、
胴
部
に
削
り

調
整
を
残
す
点

や
、

口
頸
部
が
比
較
的
長
い
点
な
ど
、

口
酒
井
遺
跡
第

一
五
層
出

土
例
と
は
違

い
、
認
め
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
橿
原
遺
跡
の
土
器
は
鬼
塚
H
地
点
下
層
土
器
に
ほ
ぼ
併
行
す
る
土

器
と
言
え
る
の
で
あ
る
が
、
若
干
の
違
い
も
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は

凸
帯

の
付
く
浅
鉢
で
あ
る
。
橿
原
遺
跡
で
主
体
を
し
め
る
の
は
、
凸
帯
の
付
く
口

頸
部
の
長

い
逆

「
く
」

の
字
形
浅
鉢
で
あ
る
が
、
こ
の
器
形

の
浅
鉢
は
鬼
塚
H
地

点
下
層

で
は
顕
著
で
は
な
く
、
か
え

っ
て
中

・
上
層
に
多
く
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
時
期
の
九
州
地
方

で
は
、
長
行
遺
跡
、
上
管
生
遺
跡
な
ど
か
ら
は
逆

「
く
」
字
形

口
頸
部
凸
帯
文
浅
鉢
は
ま

っ
た
く
出
土
せ
ず
、
そ
の
後
の
菜
畑
n
式

や
夜
臼
H
式
を
主
体
と
す
る
菜
畑
遺
跡
、
佐
賀
県
唐
津
市
宇
木
汲
田
遺
跡
に
凸
帯

の
付
く
方
形
台
付
き
浅
鉢
が
み
ら
れ
る

〔横
山

・
藤
尾
86
〕
。
橿
原
遺
跡

の
土
器

は
、
そ
の
点

で
、

口
酒
井
遺
跡
第

一
五
層

の
土
器
ま
で
は
下
ら
な
い
も
の
の
、
や
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図5鬼 塚遺跡出土の浅鉢(福 永 ・阿部84を 一部改変)

や
新
し
い
要
素
を
も

っ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

も
う

一
つ
、
橿
原
遺
跡
に
は
重
要
な
土
器
が
あ
る
。
凸
帯
文
土
器

の
、
と
く
に
菜
畑
H
式

・
夜
臼
-
式
に
特
徴
的
と
さ
れ
て
い
る
波
状

口
縁
方
形
浅
鉢
の
出
現
を
型
式
学
的
に
追
え
る
資
料
で
あ
る

(図
6
)
。

1
は
鍵
形

口
頸
部
浅
鉢

で
、
緩

い
波
状
の
口
縁
を
呈
し
、
波
頂
部
に

退
化
し
た
突
起
が
付

い
て
い
る
。
2
に
な
る
と
、

口
縁
部
の
立
ち
上

が
り
が
短
く
な

っ
て
、
波
状
も
や
や
目
立

っ
て
き
、

3
で
は
、
そ
れ

ま
で
の
屈
曲
部
に
当
た
る
と
こ
ろ
に
凸
帯
が
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

し
た
が

っ
て
、

3
の
口
縁
内
外
面
の
凸
帯
が
、
4

・
5
に
な

っ
て
、

省
略
さ
れ
て
沈
線
と
化
し
、
波
状
も
極
端
と
な

っ
て
凸
帯
文
の
方
形

浅
鉢
が
成
立
す
る
。
さ
ら
に
、

口
縁
部
の
突
起
が
退
化
消
滅
し
、
外

面
の
凸
帯
も
沈
線

に
お
き
代
り
、

口
頸
部
が
短
く
な

っ
た
の
が
6
の

口
酒
井
遺
跡
出
土
例
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
菜
畑
遺
跡
出
土
の
こ
の

種
の
浅
鉢
に
は
、
退
化
し
た
突
帯
の
付
く
も
の
と
沈
線

の
付
く
も
の

が
認
め
ら
れ
る
。

1
の
波
状
口
縁
鍵
形

口
頸
部
浅
鉢
に
類
似
し
た
土

器
が
鹿
児
島
県
榎
木
原
遺
跡
で
も
出
土
し
て
お
り
、

こ
の
種
の
浅
鉢

が
、
凸
帯
文
土
器
出
現
期

に
広
い
地
域

で
成
立
し
た
可
能
性
を
示
し

て
い
る
。
し
か
し
、
先
述

の
型
式
学
的
序
列
が
正
し
い
と
す
る
な
ら

ば
、
屈
曲
部
の
凸
帯
化
が
認
め
ら
れ
る
近
畿
地
方
で
成
立
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
波
状
口
縁
方
形
浅
鉢
は
他
の
浅
鉢
と
同
様
の

変
遷
を
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
従
来
滋
賀
里
N
式
と
し

て
き
た
土
器
群
は
、
鬼
塚
遺
跡
H
地
点

下
層
↓
橿
原
遺
跡
↓

口
酒
井
遺
跡
第

一
五
層
と
い
う
変
遷
を
想
定

で
き
る
が
、
橿

原
遺
跡
と

口
酒
井
遺
跡
第

一
五
層

の
あ
い
だ
に
、
よ
り
大
き
な
変
化
が
あ
る
。

こ
れ
ま
で

一
条
と
二
条

の
凸
帯
文
土
器

が
混
じ
る
船
橋
式
と
し
て
き
た
土
器
群

は
、
逆

「
く
」
字
形

口
頸
部
黒
色
磨
研
浅
鉢
を
特
徴
と
し
壷
の
認
め
ら
れ
な
い
口

酒
井
遺
跡
第

一
五
層
土
器
と
、
浅
鉢

の
減
少
や
凸
帯
文
壺

の
出
現
を
典
型
と
す
る

船
橋
遺
跡
の
土
器
と
に
大
別
で
き
る
。

し
か
し
両
者
の
間

に
は
型
式
学
的
に
み
て

飛
躍
が
あ
り
、
船
橋
遺
跡

の
磨
き
が
顕
著

で
な
い
凸
帯
文
壺
に
対
し
て
、
凸
帯
の

な
い
磨
き
の
顕
著
な
壺
が
あ

っ
て
、
逆

「
く
」
字
形

口
頸
部
黒
色
磨
研
浅
鉢
も

一

定
量
出
土
し
て
い
る
滋
賀
県
彦
根
市
福
満
遺
跡
出
土
や

〔本
田
82
〕
、

口
酒
井
遺

跡

一
〇
次
調
査
出
土
土
器

〔浅
岡
85
〕
な
ど
が
、
そ
の
飛
躍
部
分
を
埋
め
る
も
の

一 プ
＼L/搬

慧＼_振 ∠ 。酒井
図6波 状口縁方形浅鉢成立模式図(縮 尺不同)

口酒 井 は浅 岡85、 他 は

泉 の ス ケ ッチ

 

と
想
定
で
き
る
。
船
橋
式
か
ら
長
原
式

へ
の
変
化
は
、
家
根
氏

の
指
摘
に
よ
る
よ

う
に
、

二
条
凸
帯

へ
の
統

一
、

口
縁
部
凸
帯
の
口
縁
端
と
の

一
体
化
、
浅
鉢
の
急

激
な
減
少
な
ど
、
連
続
的
に
そ
の
変
遷
を
追
う
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
の
土
器
型
式
を
ま
と
め
る
と
、
鬼
塚
遺
跡
H
地
点
下
層
↓

(橿
原
遺
跡
)

↓

口
酒
井
遺
跡
第

一
五
層
↓

(福
満
遺
跡

・
口
酒
井
遺
跡
第

一
〇
次
)
↓
船
橋
遺

跡
↓
長
原
式
と
い
う
変
遷
が
想
定

で
き
る
。
こ
れ
ら
の
諸
型
式
は
、
浅
鉢
の
種
類

の
変
化
な
ど
か
ら
、
鍵
型

口
頸
部
浅
鉢
と
凸
帯
文
浅
鉢
が
特
徴
的

で
、
丸
底

・
尖

底
の

一
条
凸
帯
文
深
鉢
を
主
体
と
す
る
凸
帯
文
1
期

(鬼
塚
、
橿
原
)
、
逆

「
く
」

字
形

口
頸
部
黒
色
磨
研
浅
鉢
を
特
徴
と
し
、
平
底

の

一
条

・
二
条
凸
帯
文
深
鉢
の

あ
る
凸
帯
文
2
期

(
口
酒
井
、
福
満
、
船
橋
)
、
浅
鉢
が
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
ず
、

二
条
凸
帯
文
深
鉢
に
統

一
さ
れ
る
凸
帯
文
3
期

(長
原
式
)
に
大
別

で
き
、
他
地
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図7近 畿地方凸帯文浅鉢の時期細分(縮 尺不同)

1～3兵 庫県篠原遺跡、4～6大 阪府鬼塚遺跡H地 点、7～11奈 良県橿原遺跡
2～14、17・18兵 庫 県口酒井遺跡、15・16滋 賀 県福満遺跡、19～21大 阪府船橋遺跡

方
と
の
比
較
を
試
み
る
と
き
に
都
合
が
よ
い

(図
七
)
。

五

他
地
方
と
の
関
係

近
畿
地
方

の
三
期
大
別
、
六
期
細
分
案
は
、
他
の
地
方
で

は
ど
の
よ
う
な
型
式
と
併
行
関
係
に
な
る
の
か
。
従
来

の
編

年
案
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
の
細
分
を
目
的
と
し
て
い
た
た

め
、
深
鉢

(甕
)
の
年
代
差
に
基
づ
く
も
の
が
多
か

っ
た
。

深
鉢
は
出
土
量
が
多
く
て
、
年
代
的

・
地
域
的
変
化
が
よ
り

顕
著
な
た
め
、
地
域
差
を
識
別
し
、
年
代
差
を
追
求
す
る
た

め
に
は
、
も

っ
と
も
適
し
た
土
器
で
あ
る
。
し
か
し
、
広
域

で
の
編
年
に
と

っ
て
は
、
地
域
色
と
い
う
ノ
イ
ズ
を
処
理
し

な
く
て
は
な
ら
ず
、
現
状
で
は
そ
の
処
理
に
十
分
な
資
料
が

整

っ
て
い
な

い
以
上
、
広
域
に
わ
た

っ
て
類
似
し
た
器
種

の

跡

分
布
す
る
浅
鉢
を
用
い
て
、
西
日
本
全
域

の
凸
帯
文
土
器
編

遺顯

年
を
考
え
る
.」
と
に
し
た

(図
八

.
九
)
。

齢

凸
帯
文
土
器
が
出
現
す
る
直
前
に
は
、
九
州
地
方
か
ら
東

駄

海
地
方
ま
で
、
良
く
類
似
し
た
土
器
が
分
布
し
て
い
る
。
地

。2
1
22

方
色

に
富
む
文
様
を
深
鉢
に
施
し
、
浅
鉢
は
九
州
系
の
黒
色

磨
研
浅
鉢
と
近
畿
系
の
有
文
浅
鉢
と
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方

の
比
率

で
併
せ
持

つ
そ
れ
ま
で
の
土
器
群
を

一
掃
し
、
有
文
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土
器
を
ほ
と
ん
ど
排
除
し
た
土
器
群
が
成

立
し
た
。
九
州
地
方

で
は
黒
川
式
、
瀬

戸
内
海
地
方

で
は
原
下
層
式
、
近
畿
地
方

で
は
滋
賀
里
m
式
、
東
海
地
方
で
は
稲

荷
山
式
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
相
互
に
非
常

に
よ
く
似
た
土
器

で
あ
る
。
と
く
に

口
縁
部
内
面
肥
厚
形
の
鍵
形
口
縁
黒
色
磨
研
浅
鉢
は
西
日
本

で
共
通
の
器
種
と
な

っ

て
い
た
。
こ
れ
ら
の
類
似
を
基
盤
と
し
て
凸
帯
文
土
器
が
出
現
す
る
。

凸
帯
文
1
期

近
畿
地
方
の
鬼
塚
H
地
点
下
層
出
土
土
器
に
併
行
す
る
各
地

方
の
出
現
期
の
凸
帯
文
土
器
は
、
そ
れ
と
同
様
の
直
前
型
式
と
区
別
で
き
な
い
鍵

形
口
縁
黒
色
磨
研
浅
鉢
と
凸
帯
の
付
か
な
い
深
鉢
に
、

一
条
凸
帯
文
深
鉢
が
加
わ

っ

た
内
容
で
あ
る
。

こ
の
時
期
の
器
種
と
し

て
は
、
壺
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
深
鉢
が

六
七
%
、
浅
鉢
は
三
三
%
を
占
め
る
。

こ
の
種

の
土
器
型
式
は
九
州
地
方

で
は
、

福
岡
県
北
九
州
市
長
行
遺
跡
出
土
の
土
器

(長
行
式
)
、
大
分
県
竹

田
市
上
菅
生

B
遺
跡
出
土
の
土
器

(
上
菅
生
B
式
)
な
ど
東
部

・
北
部

に
分
布
し
、
西
は
目
下

の
と
こ
ろ
福
岡
県
筑
紫
野
市
阿
志
岐

シ
メ
ノ
グ
チ
遺
跡

・
甘
木
市
小

田
集
落
遺
跡

ま
で
で
あ
る
。
瀬
戸
内
海
地
方
で
は
前
池
式
が
こ
の
時
期

に
当
た
り
、
東
海
地
方

で
は
愛
知
県
新
城
市
大
ノ
木
遺
跡
出
土
の
西
之
山
式
が
併
行
し
、
分
布
は
全
体

に

東
に
寄

っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
鍵
形

口
縁
黒
色
磨
研
浅
鉢
は
共
通
す
る
要
素
が
多

い
が
、

一
条
凸
帯
文
深
鉢
と
無
文
深
鉢

に
は
地
方
色
が
認
め
ら
れ
る
。
例
え
ば
、

九
州
地
方
で
は
深
鉢
の
口
縁
端
部
に
刻
み
目
を
施
す
こ
と
は
稀
で
あ
り
、
瀬
戸
内

海
地
方
以
東
と
異
な
る
。

ま
た
、
近
畿
地
方

の
橿
原
遺
跡
や
鬼
塚

H
地
点
中

・
上
層

に
あ
る
凸
帯
文
浅
鉢

は
、
九
州
地
方
の
長
行
式
、
上
菅
生
B
式

、
瀬
戸
内
海
地
方

の
前
池
式
、
東
海
地

方

の
大
ノ
木
遺
跡
の
西
之
山
式
に
は
見
ら
れ
な
い
。

こ
れ
を
近
畿
地
方
の
地
方
色

と
考
え
る
か
、
時
期
差
と
し
て
他
の
地
方
に
未
確
認
の
土
器
型
式
が
存
在
す
る
と

想
定
す
る
か
が
問
題
と
な
る
。
東
海
地
方
で
は
凸
帯
文
浅
鉢
が
多
く
み
ら
れ
る
の

は
、
次
の
時
期

の
土
器
が
主
と
し
て
出
土
し
た

一
宮
市
馬
見
塚
遺
跡
F
地
点

で
あ

り
、
瀬
戸
内
海
地
方
で
は

一
条
凸
帯
文
土
器
を
主
体
と
し
、
前
池
式
よ
り
も
後
出

と
考
え
ら
れ
て
い
る
土
器

の
出
土
し
て
い
る
倉
敷
市
広
江

・
浜
遺
跡
に
あ
る
。
九

州
地
方
に
は
平
縁

の
浅
鉢

に
は
凸
帯
の
付
く
も
の
は
な
い
が
、
先

に
述
べ
た
菜
畑

n
式

・
夜
臼
式

の
波
状

口
縁
方
形
浅
鉢

に
は
若
干
存
在
す
る
。
以
上
の
よ
う
に
凸

帯
文
浅
鉢
は
近
畿
地
方
を
中
心
に
東
海
地
方

・
瀬
戸
内
海
地
方
に
み
ら
れ
、
そ
の

出
現
は
上
述
の
諸
型
式
よ
り
や
や
遅
れ
、
瀬
戸
内
海
地
方
で
は
広
江

・
浜
遺
跡
出

土
凸
帯
文
の
時
期

に
あ
た
る
可
能
性
が
強
い
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
東
海
地

方
で
は
、
既
存
の
資
料
の
中

に
こ
の
時
期
の
土
器
が
存
在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

に
な
り
、
問
題
は
な
い
が
、
九
州
地
方

で
は
、
こ
の
時
期

の
資
料
が
未
発
見
と
す

る
か
、
波
状

口
縁
方
形
浅
鉢

に
み
る
凸
帯

の
存
在
か
ら
菜
畑
H
式
を
こ
の
時
期
に

併
行
さ
せ
る
か
が
問
題
と
な
ろ
う
。
長
行
式
は
瀬
戸
内
海
地
方
の
強

い
土
器
で
あ

り
、
二
条
凸
帯
と
い
う
九
州
色
の
強
い
凸
帯
文
土
器
で
あ
る
菜
畑
H
式
と
は
か
な

り
断
絶
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が

っ
て
、
将
来
こ
の
時
期
を
埋
め
る
資
料
が

発
見
さ
れ
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
凸
帯
文
1
期
の
土
器
は
北
部
九
州
か
ら
東
海
地
方
に
ま
で
分

布
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
近
畿
地
方
と
同
様
に
二
時
期
に
細
分
で
き
る
可
能
性
が

あ
る
。
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凸
帯
文
2
期

逆

「く
」
字
形

口
頸
部
黒
色
磨
研
浅
鉢
を
特
徴
と
す
る
時
期

で
、
壺
が
明
確
に
器
種
と
し
て
登
場
す
る
。
凸
帯
文
2
期
は
、
近
畿
地
方
で
み
た

よ
う
に
、
波
状

口
縁
方
形
浅
鉢

の
顕
著
な
前
半
と
、
そ
れ
が
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な

い
後
半
と
に
分
け
る
こ
と
が

で
き
る
。

前
半
期

前
半
期
を
九
州
地
方

で
は
菜
畑
遺
跡
第
九
-

一
二
層

の
土
器

(菜

畑
H
式
)
で
代
表
す
る
な
ら
ば
、
特
徴
と
し
て
あ
げ
た
波
状

口
縁
方
形
浅
鉢
以
外

に
、
逆

「
く
」
字
形

口
頸
部
黒
色
磨
研
浅

鉢
の
口
縁
端
部
が
外
側
に
肥
厚
な

い
し

屈
曲
し
、

口
頸
部
下
に
下
方
向
か
ら
施
文

さ
れ
た
沈
線
が
め
ぐ
る
器
形

(
A
種
)

が
特
徴

の

一
つ
と
な
り
、
深
鉢
凸
帯
上
の
指

頭
圧
痕
状
刻
み
目
も
特
徴
と
い
え
る
。

指
頭
圧
痕
状
刻
み
目
は
長
崎
県

の
山
ノ
寺

式
や
熊
本
県
の
上
南
部
式
に
多
く
み
ら

れ
、

こ
れ
ら
の
地
域
の
凸
帯
文
最
古
型
式

の
指
標
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

こ

れ
ら
の
諸
型
式
に
は
逆

「
く
」
字
型

口
頸

部
黒
色
磨
研
浅
鉢
A
種
や
波
状

口
縁
方

形
浅
鉢
は
な
く
、
浅
鉢
は
口
頸
部

の
や
や
長
い
逆

「
く
」
字
形

口
頸
部
黒
色
磨
研

浅
鉢
B
種
が
伴
う
よ
う
で
あ
り
、
地
域
色

と
捉
え
る
か
、
若
干
の
時
期
差
と
理
解

す
る
か
に
問
題
が
残
る
。
そ
し
て
こ
の
問
題
は
、
夜
臼
-
式
の
編
年
位
置
と
係
わ

っ

て
い
る
。
夜
臼
-
式

に
は
、
波
状

口
縁
方

形
浅
鉢
が
少
な
い
よ
う
で
あ
り
、
逆

「
く
」
字
形

口
頸
部
黒
色
磨
研
浅
鉢
A
種

も
極
め
て
少
な
い
。
逆

「
く
」
字
形

口

頸
部
黒
色
磨
共
浅
鉢
A
種
は
、
先

に
述

べ
た
よ
う
に
兵
庫
県

口
酒
井
遺
跡
に
顕
著

で
あ
り
、
ま
た
、
福
岡
県
曲
り
田
遺
跡
、

佐
賀
県
菜
畑
遺
跡
に
も
多
く
見
ら
れ
る

器
種

で
あ
り
、

こ
の
器
種
が
広

い
範
囲
に
分
布
し
て
い
た
可
能
性
は
強

い
。
さ
ら

に
、
九
州
地
方

で
は
A
種
浅
鉢
は
確
実
に
後
半
期
に
属
す
る
夜
臼
n
式

や
菜
畑
遺

跡
第
八
層

の
土
器

に
は
な
く
、
板
付
遺
跡
周
辺
地
域
を
特
殊
な
地
域
と
し
な
い
限

り
は
、
夜
臼
-
式
は
菜
畑
H
式
よ
り
も
後
出
の
型
式
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ

し
、
夜
臼
-
式
は
壺
の
形
態

や
、
浅
鉢
B
種
に
は
明
ら
か
に
古

い
要
素
を
持

っ
て

お
り
、
凸
帯
文
2
期

の
前
半

に
収
ま
る
も
の
と
考
え
て
よ
い
。

瀬
戸
内
海
地
方

で
は
こ
の
時
期
の
資
料
は
岡
山
県
百
間
川
沢
田
遺
跡
高
縄
手
A

調
査
区
斜
面
堆
積
1

・
2
か
ら
出
土
し
た
土
器
に
含
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外

に
明
確
な
出
土
例
は
知
ら
な
い
。
ま
た
、
近
畿
地
方

で
も
先
に
述

べ
た
口
酒
井
遺

跡
第

一
五
層
出
土
土
器
が
こ
の
時
期
に
属
す
る
が
、
他
に
ま
と
ま

っ
た
出
土
例
は

無

い
。
東
海
地
方

で
は
、
馬
見
塚
遺
跡
F
地
点
出
土
土
器
に
こ
の
時
期
の
特
徴
を

も
つ
も
の
が
あ
る
が
、
他
の
時
期
の
土
器
と
明
確
に
分
離
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
九
州
地
方
以
外

で
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
十
分
な
資
料
が
揃

っ
て
い

る
と
は
い
え
な
い
状
況
で
あ
る
。

こ
の
時
期
の
器
種
構
成
に
関
し
て
は
地
域
差
が
認
め
ら
れ
る
。
菜
畑
遺
跡
第
九

-

一
二
層

で
は
深
鉢
四
三
%
、
壷
四
%
、
浅
鉢

(高
杯
を
含
む
)
五
二
%

で
あ
る

が
、
板
付
遺
跡
G
l
%
、
窃
調
査
区
下
層

で
は
深
鉢
五
六
%
、
壺
三
八
%
、
浅
鉢

七
%
、

口
酒
井
遺
跡
第

一
五
層

で
は
壺
は
無
く
、
深
鉢
七
〇
%
、
浅
鉢

二
九
%
で

あ

っ
た
。
菜
畑
遺
跡

の
浅
鉢

の
比
率
が
以
上
に
高
い
が
、

こ
の
地
域

で
の
前
後
の

時
期
を
見
た
場
合
、
お
お
よ
そ
三
〇
%
と
安
定
し
て
お
り
、

口
酒
井
遺
跡
と
あ
ま

り
異
な
ら
な
い
も
の
と
考
え
る
。

そ
う
考
え
る
と
、
板
付
遺
跡
下
層

の
浅
鉢
の
比

率
が
か
な
り
低
い
も
の
に
な
る
。

こ
れ
も
、
調
査
を
し
た
山
崎
氏
に
よ
れ
ば
、
上

層

の
土
器
や
そ
れ
以
前
の
調
査

の
出
土
例
か
ら
み
て
浅
鉢
は
本
来

一
五
%
ぐ
ら
い
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を
占
め
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
、
数
値
を
補
正
し
て
も
、

板
付
遺
跡
下
層

(夜
臼
-
式
)
の
特
殊
性
が
明
か
で
あ
る
。
ま
た
、
壺

に
も
そ
の

差
が
顕
著

で
あ
り
、
板
付
遺
跡
は
三
八
%

(山
崎
氏
の
補
正
値

三
〇
%
)
と
、
菜

畑
遺
跡
の
四
%
や
同
じ
唐
津
平
野
に
位
置

す
る
宇
木
汲
田
遺
跡

の

一
二
%

に
比
べ

て
壺
が
多

い
と
い
え
、
壷
と

い
う
器
種
を
ま
だ
持

っ
て
い
な
い
近
畿
地
方
と
は
大

き
く
異
る
。

深
鉢
に
も
大
き
な
地
方
色
が
認
め
ら
れ
る
。
九
州
地
方
で
は
ほ
と
ん
ど
が

口
縁

部
と
頸
胴
部
境
と
の
二
箇
所
に
凸
帯
を
持

つ
二
条
凸
帯
文
深
鉢

で
あ
る
が
、
中

・

四
国
、
近
畿
、
東
海
地
方
で
は
凸
帯
文
1
期
の
特
徴
を
残
し
、

口
縁
部

の
み
の

一

条
凸
帯
文
深
鉢
が
主
体
を
占
め
る
。
ま
た
、

口
縁
端
部
に
刻
み
の
な

い
九
州
地
方

と
刻
み
を
も

つ
他
の
地
方
と
い
う
差
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
九
州
地
方
の
二
条
凸
帯

文
深
鉢
の
中

で
も
若
干
の
地
域
差
が
在
る
よ
う
で
、
例
え
ば
熊
本
県
の
深
鉢
は
口

頸
部
が
内
側

に
屈
曲
し
た
器
形
を
呈
す
る

の
に
対
し
て
、
北
部
九
州
で
は
外
反
り

し
た

口
頸
部
を
も

つ
近
畿

・
瀬
戸
内
地
方

と
共
通
し
た
器
形
が
多
く
を
占
め
る
。

し
か
し
、

口
縁
部
の
凸
帯
が

口
縁
端
部
か
ら
少
し
下
が

っ
た
所
に
付
く
と
い
う
、

凸
帯
文
の
分
布
域
全
域

に
共
通
す
る
要
素

も
認
め
ら
れ
る
。

後
半
期

波
状

口
縁
方
形
浅
鉢
の
消
滅
と
、
逆

「
く
」
字
形

口
頸
部
黒
色
磨

研
浅
鉢
A
種

の
極
端
な
減
少
、

口
縁
部
凸
帯

の
上
方

へ
の
移
動
等
を
特
徴
と
し
、

前
半
期
と
区
別
で
き
る
。
北
部
九
州
地
方

で
は
波
状
を
呈
す
る
浅
鉢
、
逆

「
く
」

字
形

口
頸
部
黒
色
磨
研
浅
鉢
A
種
は
無
く

な
り
、

口
縁
直
下
に
凸
帯
の
つ
く
深
鉢

が
深
鉢
全
体
の
五
〇
%
近
く
を
占
め
る
。

こ
の
時
期
の
あ
る

一
点

で
板
付
-
式
が

成
立
し
、
そ
れ
以
前
を
夜
臼
H

a
式
、
板
付
-
式
と
共
伴
す
る
も
の
を
夜
臼
H
b

式
と
区
別
し
て
い
る
が
、
山
崎
氏
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
形
態
的
区
別
は

明
確

で
な
く
、
量
的
な
変
化
に
留
ま
る
よ
う
で
あ
る
。
熊
本
県
で
は
、
斎
藤
山
-

式
を
こ
の
時
期
に
当

て
て
い
る
が
、
や
や
後
出
の
可
能
性
を
も

つ
。
こ
の
時
期
の

器
種
構
成
は
、
板
付
-
式
を
除

い
た
凸
帯
文
系
土
器
で
見
る
限
り
は
、
九
州
地
方

に
お
い
て
は
前
半
期

の
地
域
差
が
踏
襲
さ
れ

て
お
り
、
唐
津
平
野
で
は
深
鉢
約
六

〇
%
、
浅
鉢

(高
杯
を
含
む
)
約

三
〇
%
、
壺
約

一
〇
%
に
対
し
、
福
岡
平
野
部

で
は
深
鉢
約
六
六
%
、
浅
鉢
約
八
%
、
壷
二
六
%

で
あ
る
。

瀬
戸
内
地
方
の
こ
の
時
期
の
土
器
は
、
岡
山
県
百
間
川

・
沢
田
遺
跡
土
器
溜
13

・

14
で
代
表
さ
れ
る
。

こ
の
時
期
に
至

っ
て
壺
が
出
現
す
る
。
深
鉢
で
は

二
条
凸
帯

と

一
条
凸
帯
が
ほ
ぼ
半
々
で
あ
り
、
口
縁
端
部
の
刻
み
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。

浅
鉢

で
は
、
逆

「
く
」
字
形

口
頸
部
黒
色
磨
研
浅
鉢
が
減
少
し
、
か

つ
、
そ
の
器

形
に
、
口
頸
部
が
長
く
な
る
と

い
う
特
徴
が
見
ら
れ
、
ま
た
、
椀
形

・
皿
形

の
浅

鉢
は
増
加
す
る
よ
う
で
、
と
く
に
、

口
縁
内
面
に
二
条
の
沈
線
を
も

つ
椀
形
浅
鉢

も
重
要
で
あ
る
。
浮
線
網
状
文
浅
鉢
の
共
伴
と
併
せ
こ
の
時
期
に
東

の
地
域
の
土

器
が
流
入
す
る
と
想
定

で
き
る
。
器
種
構
成
比
は
不
明
で
あ
る
が
、
浅
鉢
は
前
半

期
と
比
べ
て
か
な
り
少
な
い
と
予
想
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
浅
鉢
に
は
九
州
離

れ
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
近
畿
地
方
の
所

で
述
べ
る
よ
う
に
、
こ
れ
が
夜

臼
H

a
式
併
行

の
時
期
に
起
こ

っ
た
と
す
る
こ
と
に
は
躊
躇
が
あ
る
。

近
畿
地
方
に
於
い
て
、
百
間
川

・
沢
田
遺
跡
土
器
溜
13

・
14
と
類
似
し
た
資
料

が
船
橋
遺
跡
出
土
の
船
橋
式
で
あ
る
。

二
条
と

一
条
凸
帯
文
深
鉢

の
共
存
と
、

口
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頸
部
の
長

い
黒
色
磨
研
浅
鉢
の
類
似
、
壺

の
出
現
な
ど
が
証
明
と
な
る
。

こ
の
よ

う
な
併
行
関
係
が
認
め
ら
れ
る
と
し
た
ら
、
前
章

で
述
べ
た
よ
う
に
、
よ
り
夜
臼

式

に
類
似
し
た
、
船
橋
式
よ
り
古
い
福
満

遺
跡
出
土
土
器
が
、
凸
帯
文
土
器
2
期

後
半

の
古
相
に
存
在
す
る
こ
と
に
な
り
、
瀬
戸
内
海
地
方
の
空
白
が
推
定

で
き
る
。

福
満
遺
跡

の
土
器
で
は
、
深
鉢
は
二
条
と

一
条
凸
帯
が
と
も
に
あ
り
、

口
縁
端
部

の
刻
み
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
壺
と
し
て
は
黒
色
磨
研
の
小
型
壷
が
特
徴
的
で
、
船

橋
式

に
特
徴
的
な
凸
帯
文
壺
は
な
く
、
ま
た
、
逆

「
く
」
字
形

口
頸
部
黒
色
磨
去

浅
鉢
も
前
半
期
と
同
じ
比
率

で
存
在
す
る
よ
う
で
あ
る
。

福
満
遺
跡
と
同
様
な
土
器
は
東
海
地
方

で
は

一
般
的
に
存
在
す
る
。
そ
の
代
表

的
な
遺
跡
は
馬
見
塚
遺
跡
F
地
点
、
愛
知

県
五
貫
森
遺
跡

で
あ
る
が
、
両
遺
跡
と

も
前
後
の
土
器
型
式

の
混
じ
り
が
あ
る
。

ま
た
、
主
体
と
な
る
土
器
型
式
に
差
が

あ
り
、
逆

「
く
」
字
形
口
頸
部
黒
色
磨
研
浅
鉢
が
顕
著
に
認
め
ら
れ
る
馬
見
塚
遺

跡
F
地
点
は
福
満
遺
跡
に
よ
り
類
似
し
、

五
貫
森
遺
跡
出
土
土
器
に
は
、
内
面
沈

線

の
椀
形
浅
鉢
、
浮
線
網
状
文
土
器
、
凸
帯
文
壼

の
存
在
や
、
逆

「
く
」
字
形

口

頸
部
黒
色
磨
研
浅
鉢
が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
、
な
ど
百
間
川

・
沢
田
遺
跡
、
船
橋

遺
跡

に
通
じ
る
特
徴
を
持

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
両
時
期
と
も
深
鉢
は
原
則
と
し

て

一
条
凸
帯
文
土
器

で
あ
り
、

こ
の
点

で
近
畿
方
と
東
海
地
方
の
違

い
が
認
め
ら

れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
凸
帯
文
2
期
は
全
西
日
本
的
に
共
通
の
土
器
群
が
分
布
す
る
よ

う
に
な

っ
た
時
期
で
あ
り
、
そ
の
源
と
な

っ
た
地
域
は
九
州
地
方
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
壺

の
よ
う
に
そ
の
波
及
が
遅
れ
た
器
種
が
あ

っ
た
り
、

二
条
凸
帯
文

の

よ
う
に
従
来

の
伝
統
に
妨
げ
ら
れ
た
文
様
も
あ

っ
て
、
地
方
色
が
生
じ
て
い
る
。

二
条
凸
帯
文
は
、
直
接
的
証
拠
は
無
い
が
、
山
陰
地
方
や
、

四
国
地
方

に
は
あ
ま

り
採
用
れ
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
り
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
遠
賀
川
式
土
器
の
受
容

の
あ
り
方
が
近
畿
、
瀬
戸
内
海
地
方
と
異
る
と
考
え
ら
れ
る
。
2
期
後
半
の
新
相

と
し
た
船
橋
式
に
は
そ
れ
ま
で
の
動
向
と
異
な

っ
て
、
脱
九
州
化
の
兆
し
が
あ
り
、

ま
た
、
器
種
構
成
比

で
は
急
激
な
浅
鉢
の
減
少
が
み
と
め
ら
れ
、
単
純

に
夜
臼
H

b
式
併
行
と
は
言
え
な
い
。

凸
帯
文
3
期

近
畿
地
方

の
長
原
式
に
見
る
よ
う
に
、
黒
色
磨
研
浅
鉢
は
勿

論

の
こ
と
、
浅
鉢
が
ほ
と
ん
ど
無
く
な
る
時
期
で
あ
る
。

こ
の
意
味
に
お
い
て
、

縄
文
土
器
的
器
種
構
成

の
終
末

の
時
期
で
あ
る
。
近
畿
地
方
以
西
に
お
い
て
は
、

北
部
九
州
地
方
、
瀬
戸
内
海
地
方
で
は
こ
の
時
期
の
土
器
は
現
在
確
認
さ
れ
て
い

な
い
。
熊
本
県
で
は
、
斎
藤
山
H
式
な
い
し
そ
の
直
後
の
型
式
、
高
知
県
で
は
、

田
村
遺
跡
出
土
の
凸
帯
文
土
器
、
島
根
県
西
川
津
遺
跡
、
タ
テ
チ
ヨ
ウ
遺
跡
出
土

の
凸
帯
文
土
器
、
鳥
取
県
長
瀬
高
浜
遺
跡
出
土
の
凸
帯
文
土
器
な
ど
が
こ
の
時
期

に
属
す
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
う
ち
、
熊
本
県
に
お

い
て
は
二
条
凸
帯
文
深
鉢

(甕
)
と
壼
と
が
主
要
な
器
種

で
あ
り
、
凸
帯
文
土
器
か
ら
直
接
弥
生
土
器
を
辿

る
こ
と
の
で
き
る
こ
の
地
方

で
は
、
ど
の
時
期
か
ら
弥
生
土
器
と
す
る
か
は
困
難

で
あ
る
。

四
国
南
部
、
山
陰
地
方
に
お
い
て
は
、

一
条
凸
帯
文
甕

(深
鉢
)
が
弥
生
土
器

(遠
賀
川
式
土
器
)
に
伴

っ
て
出
土
し
て
い
る
。
そ
の
器
形
は
、
凸
帯
文
1

・
2

期

の
深
鉢
に
典
型
的

に
見
ら
れ
る
頸
胴
部

の
屈
曲
の
あ
る
形
態
と
は
異
な
り
、
弥
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生
土
器
の
甕
に
通
じ
る
ず
ん
胴
な
器
形
が
主
体
を
占
め
て
い
る
。
田
村
遺
跡
例

で

は
、
そ
の
粘
土
紐
外
傾
接
合
と
い
う
成
形
技
法
や
、
刷
毛
目
調
整
と
い
う
土
器
製

作
技
法
は
弥
生
土
器

の
そ
れ
を
用
い
て
お
り
、
凸
帯
文
の
使
用
と
い
う
こ
と
以
外

で
は
、
弥
生
土
器
の
影
響
を
見
過
ご
す

こ
と
は
で
き
な
い
。
長
瀬
高
浜
遺
跡
例
に

も
、
刷
毛
目
調
整
例
が
あ
り
、
同
様
な
影

響
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ

で
問
題
と
な
る
の
は
、
両
地
域

の

一
条
凸
帯
文
甕
の
出
自
で
あ
る
。
想
定

で
き
る

ケ
ー
ス
と
し
て
は
、
①

一
条
凸
帯
文
甕
が
他
の
地
域
、
例
え
ば
北
九
州
市
周
辺
、

に
お
い
て
弥
生
土
器
と
複
合
し
、
そ
の
複
合
体
が
、
両
地
域
に
波
及
し
た
と
考
え

る
場
合
、
②
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
に
お
い
て

二
条
凸
帯
文
深
鉢
が
弥
生
土
器

の
影
響

を
う
け
て

一
条
凸
帯
文
甕

に
変
化
し
た
と
す
る
場
合
、
③
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お

い
て

一
条
凸
帯
文
深
鉢
が

一
条
か
ら
二
条

へ
と
い
う
変
化
を
経
ず

に
、
直
接

一
条

凸
帯
文
甕
に
形
態
的
変
化
し
た
と
考
え
る
場
合
が
あ
ろ
う
。
①

の
場
合
は
、
現
在

発
見
さ
れ
て
い
る
そ
の
地
域
の
弥
生
土
器

・
凸
帯
文
土
器
共
伴
例
は
す
べ
て
二
条

の
も

の
で
あ
り
成
り
立
ち
得
な
い
と
考
え
れ
る
。
②

の
場
合
に
は
、

こ
の
時
期
ま

で
も
う
少
し

二
条
凸
帯
が
残

っ
て
も
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
し
、
現
在
の
と
こ
ろ

山
陰
地
方
、
南
四
国
地
方
に
は
二
条
凸
帯
文
土
器
が
極
め
て
少
な
い
こ
と
か
ら
み

て
、
や
は
り
成
り
立
ち
に
く
い
仮
説
と
思
わ
れ
る
。
も
し
③

の
ケ
ー
ス
が
正
し
い

と
す
る
な
ら
ば
、
近
畿
地
方

で
も
二
条
凸
帯
文
が

一
般
化
す
る
凸
帯
文

3
期
長
原

式
よ
り
古

い
土
器
か
ら
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
、
弥
生
土
器
の
波
及
に
関
し
て
は
近

畿
地
方
が
遅
れ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

田
村
遺
跡
で

一
条
凸
帯
文
甕
に
伴
う
弥

生
土
器
は
、
板
付
-
式
か
ら
同
H
式

a

に
か
け
て
の
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、

こ
の
土
器
と
同
様
の
弥
生
土
器
の

出
土
し
た
岡
山
県
津
島
南
池
遺
跡
で
は
、
ほ
と
ん
ど
凸
帯
文
土
器
を
伴

っ
て
い
な

い
点
は
、
瀬
戸
内
海
地
方
と
そ
の
周
辺
と
の
弥
生
土
器
の
伝
播
様
式
を
考
え
る
上

で
重
要
な
手
掛
か
り
と
な
る
。
そ
し
て
、
目
下
の
と
こ
ろ
凸
帯
文
3
期
の
土
器
は

瀬
戸
内
海
地
方
か
ら
は
出
土
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

近
畿
地
方
の
凸
帯
文
土
器
3
期
は
長
原
式
で
代
表
さ
れ
、

二
条

の
凸
帯
文
土
器

が
主
体
と
な
り
、
浅
鉢
が
全
体
の
四
%
と
極
端
に
少
な
く
な
る
。
浅
鉢
は

口
頸
部

に
屈
曲

の
み
ら
れ
な
い
椀

・
皿
形
が
主
で
、
そ
れ
に
東

日
本
系

の
浮
線
網
状
文
浅

鉢
が
少
量
伴
う
こ
と
が

一
般
的
で
あ
る
。

こ
の
時
期

に
弥
生
土
器
が
伴
う
の
か
否

か
に
つ
い
て
は
議
論
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
近
畿
地
方
最
古
の
弥
生

土
器
を
決
定
し
、
そ
れ
に
伴
う
凸
帯
文
土
器
が
い
か
な
る
段
階
の
も
の
か
を
見
極

め
る
手
続
き
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
近
畿
地
方
の
弥
生
研
究
者

の
中
に
は
、

型
式
学
的
検
討
な
し
に
同
じ
遺
跡
や
層
位
か
ら
の
出
土
を

一
括
資
料
と
評
価
す
る

む
き
も
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
近
畿
地
方
の
中
に
も
、
深
鉢
の
口
縁
部
形
態
で

み
る
と
地
域
色
が
あ
り
、

口
縁
直
下
に
凸
帯

の
つ
く
長
原
式
は
河
内

・
摂
津

の
南

半
、
和
泉
を
中
心
に
し
、
紀
伊
南
部
に
は
口
縁
か
ら
下
が

っ
た
位
置
に
省
略
型
の

凸
帯
の
つ
く
瀬
戸
型

の
二
条
凸
帯
文
土
器
が
分
布
し
、
河
内

・
摂
津
北
半
以
西
に

は
長
原
式
を

一
定
程
度
含
み
、
か

つ
影
響
を
受
け
な
が
ら
も
船
橋
式
の
二
条
凸
帯

文
深
鉢
の
特
徴
を
残
す
土
器
群
が
分
布
す
る
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
3
期

に

至

っ
て
細
か
な
地
域
色
が
出
現
す
る
の
は
、
縄
文
時
代
の
情
報

シ
ス
テ
ム
が
解
体

し
始
め
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。
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当
然
、
そ
の
解
体
の
原
因
は
、
弥
生
文
化

の
近
畿
地
方

へ
の
流
入
で
あ
ろ
う
。

こ
の
時
期
の
土
器
に
伴

っ
て
弥
生
土
器
が
出
土
し
た
例
、
弥
生
土
器
に
伴

っ
て
凸

帯
文
土
器
が
出
土
し
た
例
が
数
多
く
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
資
料
は

一
括
資

料
と
は
言
い
難

い
も
の
を
含
ん
で
お
り
、

そ
の
型
式
学
的
検
討
を
行
う
必
要
が
あ

る
。
詳
細
な
検
討
は
別
稿

で
述
べ
る
こ
と

に
す
る
が
、
2
期
に
遡
る
確
実
な
共
伴

例
は
な
く
、
和
歌
山
県
太

田
黒
田
遺
跡
、
瀬
戸
遺
跡
例
か
ら
、
弥
生
土
器
畿
内
第

-
様
式
古

・
中
段
階
と
和
歌
山
県
南
部
3
期
凸
帯
文
土
器

の
同
時
性
は
証
明
で
き
、

ま
た
、
鬼
虎
川

・
水
走
遺
跡
の
貝
塚
状
の
包
含
層
出
土
遺
物
か
ら
み
て
、
現
状
に

お
い
て
最
も
古
相
の
弥
生
土
器
と
長
原
式

が
時
間
的
に
き
わ
め
て
近
い
関
係
に
あ

る
こ
と
が
予
想

で
き
る
。
ま
た
、
畿
内
第

-
様
式
中
段
階

の
代
表
的
遺
跡

で
あ
る

山
賀
遺
跡
か
ら
は
凸
帯
文
土
器
は
な
く
、

か
つ
、
こ
の
時
期
に
は
紀
伊
産

の
甕
が

こ
の
地
ま
で
持
ち
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
併
せ
考
え
ば
、
中
段
階
に
は
、
畿
内
弥

生
社
会
が
成
立
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
、

こ
の
時
期
に
は
、
3
期
凸

帯
文
土
器
は
紀
伊
南
半
に
の
み
残
存
す
る
よ
う
に
な

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

東
海
地
方

の
3
期

の
土
器
は
、

一
条
凸
帯
文
深
鉢
と
浮
線
網
状
文
系

の
浅
鉢

(鉢
形
土
器
を
含
む
)
、
壷
か
ら
な
り
、
黒
色
磨
研
浅
鉢
は
ま

っ
た
く
み
ら
れ
な

い
。
ま
た
、
長
原
式
に
多
く
み
ら
れ
る
皿
形

の
浅
鉢
も
な
く
、
近
畿
地
方
と
の
関

係
も
疎
遠
に
な

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
東
海
地
方
に
お
い
て
は
数
型
式

の
展
開
が

考
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
後
半
期

に
弥
生
土
器
と
の
共
伴
例
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

濃
尾
平
野
以
東

で
は
、

こ
の
時
期

の
凸
帯
文
土
器
を

ベ
ー

ス
に
し
て
条
痕
文
土
器

と
称
さ
れ
る
東
日
本
型

の
弥
生
土
器
が
成

立
す
る
。
東
海
地
方

の
編
年
と
近
畿
地

方
、
東
日
本
と
の
編
年
関
係

に
つ
い
て
は
増
子
康
眞
が
詳
し
く
述

べ
て
い
る
。

ま

と

め

以
上
の
よ
う
に
、
九
州
方
か
ら
東
海
地
方
ま
で
の
凸
帯
文
土
器
を
新
た
に
想
定

し
た
。
新
編
年
案
は
凸
帯
文
土
器
の
広
域
編
年

の
枠
組
み
を
目
指
し
た
も
の
で
あ

り
、
従
来
の
編
年
案
と
比
べ
て
、
近
畿
地
方

の
長
原
式
を

一
型
式
遅
ら
せ
る
結
果

と
な

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
中
国

・
四
国
地
方
が
近
畿
地
方
よ
り
早
く
弥
生
土
器

(遠
賀
川
式
系
土
器
)
を
認
め
る
。
ま
た
、

二
条
凸
帯
文
土
器
深
鉢
は
九
州
地
方

か
ら
瀬
戸
内
海
を
経
て
近
畿
地
方
に
及
ん
だ
も
の
で
、
そ
の
周
辺
、
山
陰
地
方
と

四
国
地
方
南
東
部

・
東
海
地
方
に
は
そ
の
影
響
が
少
な
か

っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
遠
賀
川
式
系
土
器
と
二
条
凸
帯
文
土
器

の
波
及
に
は
大
き

な
違

い
が
在
る
と
い
う
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
稲
作
の
波
及
と
、
本
格
的
農

耕
文
化

の
波
及
と
に
、
質
的
な
差
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

本
稿
は
日
本
考
古
学
協
会
昭
和
六

一
年
度
大
会
の
発
表
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ

る
。
そ
の
後
多
く
の
す
ぐ
れ
た
研
究
が
発
表
さ
れ
た
が
、
本
稿

の
主
旨
に
よ
り
、

あ
え
て
ふ
れ
な
か

っ
た
。

口
酒
井
遺
跡
の
調
査
及
び
遺
物
の
実
測
に
つ
い
て
は
、

浅
岡
俊
夫
、
野

口
哲
也
、
山
岸
洋

一
、
佐

々
木
美
和
、
丸
山
雄
二
氏
ら
に
お
世
話

に
な

っ
た
。
記
し
て
感
謝
し
ま
す
。
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〔
引

用
文

献
〕

浅

岡

俊

夫

一
九

八

五
年

「
口
酒
井

遺
跡

(第

一
〇
次

調
査

)
」

『
兵
庫

県

埋
蔵

文

化
財

調
査

年

報
』

昭
和

五

七
年
度

泉

拓

良

一
九

八
六
年

「
縄

文

と
弥
生

の
間

に
」

『
歴
史

手
帖

』

一
四
巻

四

号

一
九

八
六
年

「
縄
文

晩

期

か
ら
弥

生
時

代
-

西

日
本

に
お
け

る

研
究

の
現

状

と
課

題
1

」

『
日
本

考

古
学

協
会

昭
和

六

一
年
度

大
会

研

究
発

表
要

旨
』

泉
拓

良

・
花

谷
浩

一
九

八
四
年

「
和
歌

山

県
瀬

戸
遺

跡

の
第

四

・
五
次

発
掘

調
査

」

『
京
都

大

学
構

内
遺

跡
調

査

研
究
年

報
』

昭

和

五
七
年

度

井
藤

暁

子

一
九

八
三
年

「
近
畿

」

『
弥

生
土

器

1
』

ニ

ュ
ー

サ
イ

エ
ソ
ス

社

今

宿

丁

田
遺
跡

発
掘

調
査

団

一
九

八

一
年

「
姫
路

市
今

宿

丁

田
遺
跡

出

土
遺

物

に

つ
い

て
」

『
第

9
回
埋
蔵
文

化
財
研
究

会
資
料

』

岩

野

見
司

ほ

か

一
九

七
〇
年

「
馬

見
塚

遺
跡

」

『
新
編

一
宮
市

史

資
料

編

一
』

上
村

佳

典

一
九

八

四
年

『
春

日
台

遺

跡
』

、
北

九

州
市

教
育

文
化

事
業

団

埋
蔵
文

化
財

調

査
室

卜

部

吉
博

一
九

七
九

年

「
縄

文
式

土

器
」

『
タ

テ
チ

ヨ
ウ
遺

跡
発

掘
調

査

報

告
書
1

1
1

』

島
根

県
教

育
委

員
会

岡

本

健
次

一
九

八

三
年

「
四
国
」

『
弥

生
土

器

1
』
、

ニ
ュ
ー

・
サ

イ

エ

ソ

ス
社

一
九

六

一
年

「
高
知
県

入
田
遺
跡
」

『
日
本
農

耕
文
化

の
生
成
』
、

東

京
堂

出
版

岡

山
県

教
育
委

員

会

一
九

八
五
年

「
百
間

川
沢

田
遺
跡

2
」

『
岡
山
県

埋
蔵

文

化
財
発

掘

調
査
報

告
』

五

九

賀

川
光

夫

・
羽

田
野

一
郎

一
九

六
〇

『
大
分

県
大

野
郡

朝
池

町

田
村
遺

跡
調

査
報

告
』

朝

池
町
教

育
委

員
会

川
原

和

人

一
九

八
四
年

「
島
根

県

に
お

け
る
縄

文
晩

期
凸

帯
文

土
器

の

一

試
考

」

『
島
根

考
古

学
会

誌
』
第

一
集

高

知

県
教

育
委

員
会

一
九

八

六
年

『
高

知
空
港

拡

張
整
備

事
業

に
伴
う

埋
蔵

文
化

財
発

掘
調

査
報
告

書

田
村

遺
跡

群
』

第

一
-

三
分

冊

神

戸

市
教

育
委

員
会

一
九

八

六
年

「
宇
治

川
南

遺
跡

」

『
昭
和

五
八
年
度

神

戸

市

埋
蔵
文

化
財
年

報
』

堺

市

教
育
委

員

会

一
九

八
三
年

『
鈴

の
宮

遺
跡

m
』

『
堺

市
文

化
財

調
査
報

告

』
第

一
一
集

佐

原
眞

ほ
か

一
九

五

八
年

『
船

橋

H
』

潮

見
浩

・
近

藤
義

郎

一
九

五

六
年

「
岡

山
県
山

陽
町

南
方

前
池

遺
跡

」

『
私

た
ち

の
考

古
学
』

七
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末

永
雅

雄
編

一
九

六

一
年

『
橿

原
』

、

奈
良

県
教

育
委

員

会

杉

原
荘

介

・
外

山
和

夫

一
九

六
三
年

「
豊
川

下
流

域

に
お

け

る
縄
文

時
代

晩

期

の
遺

跡
」

『
考
古

学
集

刊
』
・
第

二
巻

第

三
号

高
橋

徹

一
九

八
六
年

「
上
管
生

B
遺
跡

」

『
菅

生

台
地

と
周

辺

の
遺
跡

』

X
、
竹

田
市

教
委

田
中

良
之

一
九

八
六
年

「
縄

文
土

器

と
弥

生
土

器

西

日
本
」

『
弥
生

文

化

の
研

究
』

三
、

弥

生
土

器

1
、
雄

山
閣

田

辺
昭

三
編

一
九

七
三
年

『
湖

西
線

関
係

遺
跡

調
査

報

告
書

』

鳥

取

県
教
育

文
化
財

団

一
九

八

一
年

『
長
瀬
高

浜
遺

跡
発

掘
調
査

報
告

書

m
』

一
九

八

三
年

『
長
瀬
高

浜
遺

跡
発

掘
調
査

報
告

書

W
』

外
山

和
夫

中
島

直
幸

中
村

友
博

中
村

友
博

西

健

一
郎

一
九

八

三
年

『
長
瀬
高

浜
遺

跡
発

掘
調
査

報
告

書

V
』

九

六
七

年

「
西

日
本

に
お

け

る

縄
文

文

化

終

末

の
時

期
」

『
物

質
文

化
』

九

九

八

二
年

『
縄
文

時

代

晩

期
後

半

-

弥

生

時

代

の
遺

物

」

『
菜

畑
遺

跡
』

、
唐

津

市
教

育
委

員
会

九

七
七

年

「
縄

文

時

代

晩

期
後

半

-

弥

生

時

代

の
遺

物

」

『
菜

畑
遺

跡
』

唐
津

市

教
育

委
員

会

九

七

七
年

「
和

歌

山
県

瀬

戸
遺

跡

の
発
掘

調
査

」

『
京

都
大

学

構
内

遺

跡
調

査

研
究
年

報
』

昭

和

五

一
年

度

九

八

二
年

「
斎

藤

山
遺
跡

出
土
刻

目

凸
帯
文

土
器

の
再
検

討
」

『
九
州

文

化
史

研
究

所
紀

要
』

第

二
七
号

一
九

八
三
年

「
下
江

津
湖

湖
底

遺
跡

出
土

刻

目
凸
帯

文
土

器

の

検

討

(
一
)
」

『
九
州
文

化
史

研
究

所
紀

要
』
第

二

八
号

一
九

八

五
年

一
九

八
五
年

「
下
江

津
湖

湖
底
遺

跡

出
土
刻

目

凸
帯
文

土

器

の
検

討

(
二
)
」

『
九

州
文

化
史
研

究

所

紀
要

』
第

三
〇
号

西

口
陽

一

・
上

西
美

佐
子

ほ

か

一
九

八

三
年

『
山
賀

(
そ

の
3
)
』

、
大

阪

文
化

財

セ

ソ
タ
ー

新

田

洋

一
九

八

二
年

「
一
志
郡

嬉
野

町
蛇

亀
橋

遺
跡

」

『
三
重

県
埋
蔵

文

化
財

調
査

報
告

』

五
八

橋

口

達

也

一
九

八

五
年

「
日
本

に
お

け
る
稲

作

の
開
始

と
発

展
」

『
石
崎

曲

り

田
遺

跡

m
』

、
福

岡
県

教
育
委

員
会

東
奈

良
遺

跡

調
査

会

一
九

八

一
年

『
東

奈

良
遺

跡
発

掘
調
査

概

要
n
』

福
永

信
雄

・
阿

部

嗣
治

一
九

八
四
年

『
東

大
阪

市

に
お

け
る
刻

み
目

凸
帯
文

土
器

に

つ
い
て
』

西

日
本
縄
文

文
化

研
究

会
発

表

レ

ジ

ュ
メ

藤

田

憲

司

一
九

八

二
年

「
中
部

瀬
戸

内

の
前
期

弥

生
土
器

の
様

相
」

『
倉

敷
考

古
館

研
究

集
報

』
第

一
七
号

本

田

修

平

一
九

八

二
年

『
福
満

遺
跡

』

『
彦
根

市

埋
蔵
文

化
財

査
報
告

』

第

四
集
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間

壁
忠

彦

・
間
壁

葭

子

・
藤

田
憲
司

・
小

野

一
臣

「
広

江

・
浜
遺

跡
」

『
倉
敷

考

古

館
研

究
集

報
』

第

一
四
号

増

子

康
真

一
九

六

五
年

「
尾

張

平
野

に
お

け

る
縄
文

晩
期

後

半
期

の
編

年

的

研
究

」

『
古
代

学

研
究

』
第

四
〇
号

一
九

六

七
年

「
三
河
新

城

市
大

宮
町

大

ノ
木
遺

跡

縄
文

晩
期

中

葉

(
西
之

山
式

)
土

器

に

つ
い

て
」

『
信
濃

』
第

一

九
巻

四
号

松

尾

信
裕

一
九

八

三
年

「
長

原

式
土

器
深

鉢

A
類

に

み
る
器

形

の
変
化

」

「
縄

文
時

代
晩

期

か
ら
弥

生
時

代

」

『
長
原

遺
跡

発

掘
調
査

報
告

書

』

m
、
大

阪

市
文

化
財

協
会

宮

成

良

佐

一
九
七

八
年

「
湖
北

地
方

の
縄

文
時

代
遺

跡

」

『
滋
賀

文
化

財

よ

り
』

㎞

一
九

、
滋

賀
県

文

化
財

保
護

協
会

森

浩

一

・
白

石
太

一
郎

一
九

六
九
年

「
南
近

畿

に
お

け

る
前

・
中
期

弥

生
式

土
器

の

一
様
相

」

『
考
古

学

ジ

ャ
ー

ナ

ル
』

三
三
号

森

貞

次
郎

一
九
六

一
年

「
宮
崎
県

憶
遺

跡
」

『
日
本

農
耕
文

化

の
生
成
』

、

東
京

堂
出

版

森

貞

次
郎

・
岡
崎
敬

一
九

六

一
年

「
福

岡
県

板

付
遺

跡
」

『
日
本
農

耕

文
化

の
生

成
』

家

根

祥

多

一
九

八

一
年

「
晩
期

の
土

器

近
畿

地

方

の
土

器
」

『
縄

文
文

化

の
研
究

』

四
、

縄
文

土
器

H
、

雄

山
閣

一
九

八
二
年

「
縄
文

土
器
」
『
長

原
遺
跡

発
掘

調
査
報

告
書

11
』
、

大

阪
市

文
化

財
協

会

一
九

八

四
年

「
縄

文
土

器

と
弥
生

土
器

へ
」

『
縄
文

か
ら
弥

生

へ
』
、

帝
塚

山
考

古
学

研
究
所

家

根
祥

多

・
泉

拓
良

一
九

八
六
年

「
縄
文

時
代

の
終

末
」

『
日
本
歴
史

地

図

原

始

・
古
代

編

(
上

)
』
柏

書
房

山

口

信
義

一
九

八

三
年

「
縄
文
時

代

の
遺
構

と
遺
物

」

『
長
行

遺
跡

』
、

北

九

州
市
教

育
文

化
事

業
団

埋
蔵

文
化

財
調
査

室

山
崎

純

男

一
九

八
〇
年

弥

生
文
化
成

立
期

に
お

け
る
土
器

の
編

年
的

研
究
」

『
鏡

山

猛
先
生

古
希

記
念

古

文
化

論
攻
』

一
九

八
四
年

「
稲
作

の
開
始

」

『
縄
文

か

ら
弥
生

へ
』

、
帝

塚

山
考

古
学

研
究
所

山
崎
純

男

・
島

津
義

昭

一
九

八

一
年

「
晩

期

の
土
器

九
州

の
土
器

」

『
縄

文

文

化

の
研
究
』

四
、

縄
文

土
器

H
、

雄
山

閣

山
中

章
編

一
九
八

三
年

「
長

岡
京

跡
左
京

八

二
次
-

左
京

n
条

三
坊

一
町

・

鶏

冠

井
遺

跡
第

二
次
-

発
掘

調
査

概
要

」

『
向

日
市

埋
蔵

文
化

財
調
査

報
告

書
第

一
〇

集
』

弥

生

式
土

器
研

究
会

一
九

八

四
年

『
長
崎

県

の
弥

生
時
代

初

頭
前
後

の
土

器

の
検

討
』

横
山

浩

一
・
藤

尾
慎

一
郎

一
九

八

六
年

「
宇

木
汲

田
遺
跡

一
九

八
四
年
度

調

査
出

土

の
土
器

に

つ
い
て
」
九

州
文

化
史
研

究
所

紀

要
』

第

31
号
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〔
図
版
引

用

文
献

〕

大

阪
市

文
化

財
協

会

一
九

八

二
年

『
長

原
遺

跡
発

掘
調

査
報

告
書

n
』

一
九

八
三
年

『
長

原
遺

跡
発

掘
調

査
報

告
書

m
』

大
参

義

一

一
九

七

二
年

「
縄

文
式

土

器

か
ら
弥

生
式

土
器

へ
」

『
名
古

屋

大
学

文
学

部

研
究

論
集

(
史

学

)
』

L
W

岡
山

県
高

島

遺
跡

調
査

委
員

会

一
九

五
六
年

『
岡

山
県
笠

岡

市
遺

跡
調

査

報

告
書

』

岡
山

県
文

化
財

保
護

協

会

一
九

七

六
年

『
中

国
縦
貫

自

動
車

建
設

の
伴

う
発

掘

調
査

七
』

一
九

八

五
年

旭

川
放

水
路

(
百
間

川

)
改
修

工
事

に
伴

う
発

掘

調
査

W
』

唐

津

市
教

育
委

員
会

一
九

八

二
年

『
菜

畑
遺

跡
』

北

九
州

市
教
育

文
化

事
業

団
埋
蔵

文
化
財

調
査

室

一
九

八

三
年

『
長
行
遺

跡
』

紅

村

弘

・
増

子

康
真

・
山

口
克

一
九

八

一
年

『
東

海

先
史

文
化

の
諸

段

階
本

文

・
補

足

改
訂

版
』

湖

西
線

関

係
遺

跡
発

掘
調

査

団

一
九

七

三
年

『
湖

西
線

関

係
遺

跡
調

査

報
告

書

』

杉

原
荘

介

.
外

山
和

夫

一
九

六

三
年

「
豊
川

下
流

域

に
お

け

る
縄
文

時
代

晩

期

の
遺
跡

」
『
考

古

学
集

刊
』
第

二
巻

三
号

竹

田
市

教
育

委
員

会

一
九

八
五
年

『
菅

生
台

地

と
周

辺

の
遺

跡
』

龍
野
市
教
育
文
化
財
団

鳥
取
県
教
育
文
化
財
団

兵
庫
県
教
育
委
員
会

福

岡
県

教
育

委
員

会

藤

尾
慎

一
郎

一
九

八
七

年

八
幡

一
郎

ほ
か
監
修

一
九

八
五
年

『
片
吹

遺
跡
』

一
九

八
三
年

長

瀬
高

浜
遺

跡
発
掘

調
査

報
告

書

W
』

九

八

八
年

『
兵
庫

県

埋
蔵
文

化
財

調
査

年
報

昭

和

六
〇
年
度

』

九

八
五
年

『
石
崎

曲

り

田
遺

跡
-

m
ー

』

「
稲

作
受

容
期

の
甕

形
土

器
研

究
」

『
東

ア
ジ

ア

の
考
古

と

歴
史

中
』

一
九

六
九
年

『
新
版

考
古
学

講
座

三

先

史
文
化
』
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